
AICHI IRRIGATION WATER SYSTEM(ITS PROSPECTUS & IDEAL)」： 

1950（昭和 25）年 5月 5日 

 

木曽川総合開発パンフレット第一巻『愛知用水の趣旨と理想』の英訳版である。当

時半田市長で愛知用水期成同盟会会長であった森信蔵氏が、1950（昭和 25）年 5月に

全国の市長団代表の一人として渡米することとなった。そこで知多農村同志会は愛知

用水の PR 用に『愛知用水の趣旨と理想』の英訳を名古屋駐在進駐軍に依頼し森に託し

たという。森は戦前にアメリカでジャーナリストをしており、知人も多かった。森は

渡米中に世銀を訪問し、総裁、副総裁に直接手渡し、愛知用水への援助を要請した。 

日本政府が正式に世銀と接触するのは、サンフランシスコ条約が調印されたのち、

1951（昭和 26）年後半のことである。 

 


